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1 地域の特性

（1）位置・地勢等

（2）歴史・文化

中丹地域は、京都府の北部に位置する、福知山市、舞鶴市及び綾部市からなる丹波山地の山々と日本海
に囲まれた地域です。
東西は５６ｋｍ、南北は５０ｋｍにわたり、面積は約１，２４１ｋ㎡で京都府域の約２７％を占め、丹後地
域、南丹地域、福井県の嶺南地域と兵庫県の但馬・丹波地域に隣接しています。
海岸線や岩礁等の迫力ある風景が見られる若狭湾（若狭湾国定公園）、幻想的な雲海が見られる大江山連峰

（丹後天橋立大江山国定公園）や君尾山（京都丹波高原国定公園）をはじめ、地域を貫流する由良川の豊かな
流れ、緑豊かな里山の風景、美しい星空など、「海」・｢山｣・「川」等のあらゆる自然に恵まれています。

丹波山地の山々と日本海に囲まれた中丹地域は、豊かな自然を背景に、
歴史的に丹波と丹後の個性あふれる生活・文化・経済圏を形成してきました。
縄文時代や弥生時代には、由良川流域を中心に集落が営まれ、古墳時代
には、由良川を見下ろす丘陵上の私市円山古墳（綾部市）をはじめとした
数千基の古墳が築かれ、奈良時代には、古代寺院が建立されていたことも
確認されています。
平安時代には、山岳寺院が開かれ、仏像、祭礼、芸能、薬師信仰や鬼退
治伝説など特色ある文化や文化財が現在まで伝えられています。鎌倉時代
には、府北部の建造物では唯一の国宝として知られる光明寺二王門（綾部
市）が建立されています。
南北朝時代から戦国時代にかけては、多数の山城が築かれました。ま
た、丹波は、室町幕府を開いた足利尊氏との関係も深く、安国寺（綾部市）
には足利尊氏生誕の伝承が残されています。さらに、織田信長の丹波平定後には、丹波の福知山は、由良川
の築堤等も行った明智光秀が領主となり、丹後の舞鶴は、和歌等に通じた文化人でもあった細川幽斎 (藤孝 )
が領主となり、それぞれ福知山城と田辺城を築城し、城下町がつくられ商業が栄えました。
江戸時代には、福知山藩、田辺藩、綾部藩の置かれた城下町がそれぞれ独立して栄え、今日の福知山市、
舞鶴市、綾部市の礎となりました。また、由良川の水運が経済の動脈として利用されるとともに、今日の京
阪神に至る内陸交通が発達しました。
明治維新を迎えるに当たり、山城・丹波 (一部は兵庫県 )・丹後の３国が京都府の府域となり、丹波・丹後
の両国にまたがる中丹地域も、幾たびの変遷を経て京都府に属することとなりました。
明治時代には福知山市に旧陸軍の歩兵第２０連隊が、舞鶴市に多
くの赤れんがの建造物とともに旧海軍の舞鶴鎮守府が置かれまし
た。現在は、福知山市に陸上自衛隊の第７普通科連隊等が置かれて
いる福知山駐屯地、舞鶴市に海上自衛隊の舞鶴地方総監部等が置か
れている舞鶴地方隊、第八管区海上保安本部など国防や海上の保安
を担う機関が置かれています。
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（4）交流基盤
海上交通は、京都舞鶴港が関西
圏域の日本海側のゲートウェイと
して大きな役割を果たしています。
京都舞鶴港は天然の良港で、古
くから北前船の寄港地として知ら
れ、東港は明治３４（１９０１）
年に海軍鎮守府が設置され軍港と
して、西港は大正２（１９１３）
年に大型船用の埠頭が完成したこ
とから、対岸貿易を中心とした日
本海側の重要な商港としてそれぞ
れ栄えてきました。
第二次大戦後、昭和２０（１９４５）年から１３年間にわたり大陸からの引揚者６６万人余を迎え入れる
とともに、昭和２３（１９４８）年に貿易港として再出発し、昭和２６（１９５１）年には国の重要港湾に
指定されました。
昭和２８（１９５３）年から京都府が港湾管理者となり、平成２３（２０１１）年には、3つの機能（国
際海上コンテナ、国際フェリー・国際ＲＯＲＯ船、外航クルーズ（背後観光地クルーズ））で、国から「日本
海側拠点港」に選定されています。
今後も、西港は中国、韓国、ロシア等対岸諸国を結びコンテナや木材等を取り扱う国際貿易港、東港は近
畿圏と北海道を結ぶ長距離フェリーを中心とする国内貿易港として、その機能を更に拡充させるため、港湾
整備を進めていきます。
陸上交通では、高規格幹線道路として、大阪・神戸や中京圏にアクセスする舞鶴若狭自動車道と、京都府
の南北軸を形成する京都縦貫自動車道があり、これら 2つの道路が綾部でつながっています。管内３市には

（3）管内３市の沿革及び広域連携
管内３市については、昭和１２（１９３７）年に福知山市が市制を施行し、翌年の昭和１３（１９３８）
年に舞鶴市が、昭和２５（１９５０）年に綾部市が市制を施行しました。これは府内では京都市に次いで２
番目から４番目に古い市制施行となっています。その後、それぞれ旧町村の編入等を経て（近年の編入は、
平成１８（２００６）年に福知山市と三和町・夜久野町・大江町の合併）、現在の市域を形成するに至ってい
ます。
また、昭和２５（１９５０）年の綾部市による日本初の「世界連邦都市宣言」に続いて、福知山市及び舞
鶴市も同宣言を行ったほか、以降も文化やスポーツの分野において共同開催に取り組むなど管内３市の連携
が進められてきました。
加えて、平成２７（２０１５）年４月には、管内３市と丹後広域振興局管内の市町（宮津市、京丹後市、
伊根町、与謝野町）が「京都府北部地域連携都市圏形成推進宣言」を行い、「京都府北部地域連携都市圏形成
推進協議会」を設立して、府北部の５市２町それぞれが有する強みを生かし、「海の京都」の推進、地域産業
の活性化、地域産業の担い手確保等のプロジェクトが進められています。
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（5）産業
中丹地域の地域内総生産（平成２７（２０１５）年度）は９，３５０億円で、府内全体の９．１％（京都
市を除く府内全体の２３．２％）を占めています。業種別では、製造業が２，９３９億円で中丹地域全体の
３１．４％を占め、次いで、電気・ガス・水道・廃棄物処理業が１，０１１億円で１０．８％を占めています。
また、１人当たりの地域分配所得は２，８５７千円（府内全体２，９４２千円）となっています。
産業別就業人口（平成２７（２０１５）年）は、製造業が１６，６８５人で中丹地域全体の１７．４％を占
め、次いで卸売業・小売業が１３，０５８人で１３．６％を占めています。また、農林水産業は５，０５２人で
５．３％を占めています。
中丹地域の豊かな自然の下で育まれた特産品は、日本海で獲れるカニ
や丹後とり貝等の海の幸、万願寺甘とうをはじめとしたブランド京野菜、
丹波くりや丹波マツタケ等の山の幸等、四季を通じて豊かな食を提供し
ています。
特に、万願寺甘とうは、平成２９（２０１７）年に農林水産物を地域
ブランドとして保護するＧＩ（地理的表示）保護制度への府内初登録を
受けたほか、茶は全国茶品評会「かぶせ茶」の部において、中丹地域の
茶産地が平成２０（２００８）年から１１年連続で「産地賞」を獲得す
るなど、付加価値の高い特産品づくりが進められています。
中丹地域を特徴付けている製造業では、由良川の自然を生かした
桑栽培と養蚕業が盛んに行われていたことから、綾部市に明治２９
（１８９６）年に蚕糸業として現在のグンゼ株式会社が設立され、製糸
機械製造のための機械工業も盛んに行われて現在のものづくり産業の礎
となりました。

いずれもインターチェンジがあって、高速道路を利用した相互の移動も容易となっています。
舞鶴若狭自動車道は、中国自動車道の吉川ＪＣＴから福知山市、綾部市、舞鶴市、小浜市を経て敦賀市の
北陸自動車道に至る全長約１６２ｋｍの高速道路で、平成２６（２０１４）年に小浜ＩＣから敦賀ＪＣＴ間
が開通して全線が通行できるようになり、中京圏へのアクセスが向上しました。
京都縦貫自動車道は、宮津市から久世郡久御山町に至る全長約１００ｋｍの自動車専用道路で、京都府域
を南北に縦貫し名神高速道路、舞鶴若狭自動車道等に接続しています。平成２７（２０１５）年に丹波綾部
道路の京丹波わちＩＣから丹波ＩＣ間が開通して全線が通行できるようになり、京都方面へのアクセスが向
上しました。
一般道では、国道９号・２７号・１７３号・１７５号・１７６号・１７７号・１７８号・４２６号・４２９号、
主要地方道小浜綾部線・福知山綾部線・綾部大江宮津線・舞鶴野原港高浜線・東舞鶴停車場線・福知山停車場線・
京丹波三和線・池辺京田線・小倉西舞鶴線・綾部美山線・舞鶴宮津線・舞鶴和知線・舞鶴福知山線・但東夜
久野線・市島和知線・山東大江線・志高西舞鶴線・舞鶴綾部福知山線・綾部インター線・篠山三和線等の道
路網が地域内外を結んでいます。
鉄道網は、京都から綾部や福知山につながるＪＲ山陰本線をはじめ、明治時代に大阪から福知山・綾部を
通って舞鶴までをつないだ阪鶴鉄道をルーツとするＪＲ福知山線・舞鶴線、敦賀と舞鶴を結ぶＪＲ小浜線、
第三セクターの北近畿タンゴ鉄道の運営を経て、現在は上下分離により運行されている京都丹後鉄道（丹鉄）
宮福線・宮舞線が整備されています。



252

将
来
構
想

基
本
計
画

地
域
振
興
計
画
　
中
丹
地
域
振
興
計
画

（6）暮らし
中丹管内の特徴的な人の動きとして、夜間人口よりも昼間人口が多く、昼間の流入が多くなっています。
これは府内の４広域振興局管内の中で唯一の地域であり、高等教育機関、病院、文化スポーツ施設、国・府
等の機関や、支店・営業所・工場など企業の拠点が多いことも理由の一つと考えられます。
高等教育機関としては、福知山公立大学、京都工芸繊維大学福知山キャンパスや舞鶴工業高等専門学校等
が立地しています。
また、管内には１７の病院があり（福知山市６病院、舞鶴市８病院、綾部市３病院）、各市に公立病院を備
えるとともに、病院間や、病院と診療所間の連携強化を進めるなど地域医療の確保・充実が図られています。
文化スポーツ施設も整備されており、総合体育館・動物園・都市緑化植物園等を有する三段池公園（福知
山市）、収蔵資料がユネスコ世界記憶遺産に登録された舞鶴引揚記念館（舞鶴市）、千人規模の観客を収容す
るホールを有する福知山市厚生会館（福知山市）、舞鶴市総合文化会館（舞鶴市）や京都府中丹文化会館（綾
部市）など、多様な機能を持つ施設の利用が可能となっています。

（7）人口（今と２０年後の姿）
中丹地域の人口は、平成２７（２０１５）年に１９．７万人となっていますが、令和２２（２０４０）年は
１５万人にまで減少すると推計されています（国立社会保障・人口問題研究所推計）。減少率は２３．６％で、
京都府全体の減少率１４．３％よりも９．３ポイント高く、全国の減少率１２．７％よりも１０．９ポイント高
い数字です。
また、高齢化率も上昇し、平成２７（２０１５）年の３１．１％に対して、令和２２（２０４０）年は

３７．３％と見込まれています。これは、令和２２（２０４０）年の京都府全体の高齢化率３６．１％よりも１．
２ポイント高く、全国の高齢化率３５．３％よりも２ポイント高い数字です。

管内の製造業は、工業団地（長
田野工業団地、長田野工業団地ア
ネックス京都三和、綾部工業団地、
綾部市工業団地、平工業団地等）
を中心に産業が集積するとともに、
舞鶴市における造船業・ガラス製
造業など地域を牽

けん
引する企業やそ

れに関連する機械金属加工業、綾
部市における繊維産業から発展し
た機械器具製造業等の地場産業、
精密電子部品の工場が立地し、雇
用の場が形成されています。
なかでも、旧陸軍の演習地であった場所に造成され昭和４５（１９７０）年から分譲がはじめられた長田
野工業団地は４０社が、平成元（１９８９）年以降 2つの工区ごとに分譲が行われた綾部工業団地には２０
社が操業しています。両工業団地を合わせた製造品出荷額等は、約３，６００億円（平成３０（２０１８）年
度）で管内全体の６割に匹敵する規模となっており、従業員数も８，５３１人（平成３１（２０１９）年４月
現在）にのぼります。
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年齢階層別の人口内訳を見ると、６５歳以上７４歳未満は、６．１万人から５．６万人へと２１．３％減少す
ることが見込まれており、京都府全体の減少率８．９％や、全国の減少率４．２％よりも大きくなっています。
一方、７５歳以上の人口は、３．２万人から３．３万人へと４．１％増加することが見込まれていますが、京都
府全体の増加率３６．３％や全国の増加率３７．２％よりは小さくなっています。
また、生産年齢人口（１５歳以上６５歳未満）は、１１万人から７．７万人へと２９．８％減少し（京都府
全体２３．７％減少、全国２２．７％減少）、１５歳未満の人口も、２．６万人から１．７万人へと３３．３％減
少する（京都府全体２７．９％減少、全国２５．１％減少）推計となっています。
このような人口減少をとらえる場合、自然減（出生数－死亡数）と社会減（転入者数－転出者数）の状況
を見ておく必要があります。
人口の自然減について、出生数が減少傾向にありますが、その一方で、合計特殊出生率は高くなってい
ます。

合計特殊出生率は、一般的に正規雇用率が高いことや親との同居・近居が多いことなどと関係していると
されていますが、この地域では、管内３市の施策や子育て支援団体による支援とともに、都市的な利便性や、
人と人とがつながり孤立しない関係性があるなど充実した子育て環境も大きな要因の一つと考えられ、この
点を伸ばしていくことが重要となっています。
人口の社会減については、前述のように地域に高等教育機関が立地し若者が集まりやすい環境もあります
が、高等学校卒業後に進学や就職等により地域を離れる若者はそれ以上に多い状況にあります。
近年は移住・定住促進の取組等を通じてＩターン等による移住も増えてきており、地域の魅力発信、仕事
おこしや就職のマッチング等を通じた更なるＩターンの推進や、いったん地域を離れた人のＵターンの促進
に取り組むことが重要です。

福知山市　１.９６（府内１位）

舞鶴市　　１.８７（府内２位）

綾部市　　１.６３（府内６位）
※平成２０（２００８）年から平成２４（２０１２）年平均

（8）自然災害
中丹地域では、平成１６（２００４）年以降、５回の大きな豪雨災害に見舞われています。

災害発生後は早期の災害復旧を図るとともに、中長期視点に立った治水対策を進めているところですが、
生命を守る観点から早期の避難が重要となっており、避難に関する住民一人ひとりの意識の向上や地域ぐる
みでの防災・減災対策が必要となっています。

平成１６（２００４）年　 台風第２３号

平成２５（２０１３）年　 台風第１８号

平成２６（２０１４）年　 平成２６年８月豪雨

平成２９（２０１７）年　 台風第２１号

平成３０（２０１８）年　 平成３０年７月豪雨

災害救助法の適用を受けた災害
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2
中丹地域の２０年後（令和２２（２０４０）年）を展望するとき、最大の課題と見込まれるのは、人口減
少への対応です。そのため、自然、歴史・文化、交流基盤、産業、暮らしなど前述の中丹地域の特性を踏まえ、
地域の将来像を次のとおりとしました。

～ 心つながる田舎の魅力と都市機能の両方を享受し、
海・里山・まちを舞台に 求める暮らしが実現できる地域を ～

具体的には、次のような地域をめざしていきます。

● 「田舎暮らし」「まちなか暮らし」「二地域居住」など、
一人ひとりの事情と希望に応じた多様なライフスタイルが実現できる地域

● 農林水産業から製造業、サービス業まで様々な産業が活発に行われ、
働き方も自営から就業まで幅広い選択ができる地域

● 若者がしっかり地域に定着し、子どもから高齢者まで住民が
生き生きと暮らす中で、経済活動や地域活動の好循環が、
更なる移住・定住につながる持続可能な地域

なお、２０年後に国際情勢、社会経済情勢、自然環境等がどのように変化し、社会がどうなっているかを正
確に認識することは困難ですが、次のような未来予測としていわれている事象に留意していく必要があります。

地域の将来像（２０年後に実現したい姿）

○ ヒト・モノ・情報等の交流が地域や国境を越えて活性化するなどグローバル化の進展
○ 技術革新の進展（ＡＩ（人工知能）、ＩＣＴ（情報通信技術）、ＩｏＴ（モノのインターネット接続）等）
○ 価値観やライフスタイルの多様化
○ 地域の産業や社会基盤、地域コミュニティを支える人材の不足と「共助」の重要性増大
○ 集落機能維持が困難な地域の増加と地域内の移動手段確保の重要性増大
○ 人生１００年時代の到来による独居高齢者の増加
○ 社会資本の老朽化の進行
○ 自然災害の発生（南海トラフ地震、気候変動の影響による極端な降水の増加等）
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（1）一人ひとりの尊厳と人権の尊重
一人ひとりの安心と安全が守られるとともに、尊厳と人権が尊重され、誰もが自分らしく生きること

のできる社会づくりは、最も基本となる条件です。
部落差別をはじめ、女性、子ども、高齢者、障害のある人、外国人等の様々な人権問題に加え、イン

ターネットを悪用した人権侵害、長時間労働・過労死など働き方や労働環境に関わる問題、ＬＧＢＴ（レ
ズビアン、ゲイ、バイセクシュアル、トランスジェンダーの頭文字を組み合わせた言葉）等性的少数者
が社会生活上直面する困難な場面、街頭等で公然と行われる差別的な言動等の新たな人権課題の解決に
向けた取組が必要です。そのため、国、市町村、ＮＰＯ等とも連携し、あらゆる施策を通じて人権教育・
啓発の取組を推進していきます。
また、ドメスティック・バイオレンス、セクシュアル・ハラスメント、パワー・ハラスメント等の人

権侵害の状況が改善され、年齢・性別等にかかわりなく人権が等しく尊重されて、誰もが自らの意思に
よって社会のあらゆる分野の活動に対等に参画できる社会の実現に向けた施策を推進します。
さらに、今後ますます国際化が進む中で、言語・宗教・生活習慣等が異なる文化や考え方を理解し、

互いの人権を尊重し合う多文化共生社会の形成を進めていきます。

（2）多様な主体との連携・協働
計画の実施に当たっては、地域住民をはじめ、国、管内３市、企業、商店街、ＤＭＯ、新聞・ラジオ

など地域メディア等との連携・協働が欠かせません。
このため、地域が一体となり、地域の課題解決と活性化に取り組むことができるよう、事業の企画や

実施等の過程において、多様な主体に参画いただけるよう努めます。
また、京都府北部５市２町による「京都府北部地域連携都市圏形成推進協議会」の取組は、広域的に

地方創生に取り組む先導的なものであり、連携を密にして施策を推進する必要があります。
さらに、地域の明日を担う人材の育成や産業振興、地域の課題解決等の観点から、福知山公立大学、

京都工芸繊維大学、舞鶴工業高等専門学校など地域の高等教育機関と積極的に連携・協働を進めていき
ます。

（3）地域における施策の総合的実施
本地域振興計画は、「京都府総合計画」の一部を構成するものであり、同計画に挙げられている事業も

含めて府の関係部局とともに一体的に進めていきます。
広域振興局は、地域において府政の総合的な調整を行い事業を執行する機関として、府の様々な部局

が担当する施策を組み合わせ、その効果が最大限に発揮されるようコーディネートする役割を担ってお
り、地域住民、国、管内３市等との連携の下で事業を現地・現場の状況に最適化させ、施策の総合的な
実施に努めます。

「２０年後に実現したい姿」に向けて、次のことを基本姿勢として取り組んでいきます。

施策推進の基本的な視点

施策の基本方向（基本的な視点、４年間の対応方向）



256

将
来
構
想

基
本
計
画

地
域
振
興
計
画
　
中
丹
地
域
振
興
計
画

「２０年後に実現したい姿」から現状を振り返り、今後４年間（令和 5（2023）年度末まで）に進め
る具体的な施策を次のとおり定めます。

具体的施策

「育・職・住」 が充実し若者が定着したくなる
持続可能な地域づくり

○ 若者がＵＩターンなどにより地域に定着する施策が必要です。
・地域には福知山公立大学などの高等教育機関が立地し若者が集まりやすい環境もありますが、それ以上
に高等学校卒業後に進学や就職で地元を離れる若者が多い状況にあります。
・こうした状況の中で人口減少が進み、過疎集落が増加するなどして地域全体の活力の低下が懸念されま
すが、一方では、Ｉターン等による移住者が増え、その活躍が目立つような前向きな動きも出てきてい
ます。（移住相談窓口を通じた移住者数　平成２６（２０１４）年度 ６８人、平成３０（２０１８）年
度 １６７人）

○ 社会全体で子育てを支援する環境づくりや、子どもから高齢者まで安心して健やかに暮らせる施策が必要
です。
・出生数は、全体として減少傾向にありますが、合計特殊出生率は府内でも高い地域です。

・高齢者数は、令和２（２０２０）年頃をピークに減少が見込まれますが、高齢化率は、令和２２（２０４０）
年に３７％を超える見込みとなっています。

○ 住民生活の中で大きなウエイトを占める「しごと」について種類や働き方を充実させ、担い手の確保・定
着を図るために、製造業や農林水産業をはじめとする地域産業の更なる振興と雇用の促進が必要です。
・企業立地の増加や景況等を反映し、製造品出荷額等は平成２６（２０１４）年の５，４９０億円から、
平成２８（２０１６）年は５，７２９億円に増加するとともに、年間商品販売額も、平成２５（２０１３）
年の３，７６７億円から、平成２８（２０１６）年は４，１９２億円へと伸びています。
・一方で、有効求人倍率が１倍を超え、特に建設作業、
保安、建築設計等の専門的・技術的職業、介護・福祉
等の職種で人手不足が深刻になっています。こうした
中で今後の技術伝承、人材育成、生産性向上等も課題
となっています。
・「北部産業創造センター」が平成３０（２０１８）年
に綾部市に開設され、産学公連携によるものづくり企
業の成長発展、次代を担う新産業の創出や高度な産業

現状分析・課題

福知山市　１.９６（府内１位）

舞鶴市　　１.８７（府内２位）

綾部市　　１.６３（府内６位）
※平成２０（２００８）年から平成２４（２０１２）年平均

（1）
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人材の育成など産業振興の拠点としての活用が進められています。
・農林水産物は、平成２８（２０１６）年以降、災害等による出荷額への影響が見られますが、万願寺甘と
うの京都府初のＧＩ（地理的表示）保護制度登録や「かぶせ茶」の１１年連続日本一である「産地賞」の
獲得など、付加価値の高い特産品の生産が進められています。

■ 地域での働き方・暮らし方の発信や環境整備を進めます。
○ 若者が地域で暮らし働くことが具体的にイメージできるよう、ロールモデル（お手本）となる若手社会人
の事例を集め、中学生・高校生・大学生等未来の担い手への意識付けを行います。

○ 若者の地元定着を図るため、地元中小企業の職場の魅力アップや若者への効果的なＰＲなど企業の人材確
保を支援します。

○ 若者、中高年齢者、女性、外国人及び障害者等、一人ひとりがその意思や能力等の個々の事情に応じた多
様で柔軟な働き方を選択できるよう、サテライトオフィスやテレワーク、短時間正社員制度の導入支援等、
働きやすい環境づくりを支援します。

○ 「地域交響プロジェクト」による支援等を通じて、地域活動団体をはじめ、福知山公立大学、京都工芸繊
維大学、舞鶴工業高等専門学校などの高等教育機関、企業や行政など多様な主体との連携・協働を強化し、
より柔軟で効果的に地域の課題解決へとつなげます。

○ 地域内でモノ・コト・ヒト等のシェアを実現するため
のマッチングの仕組みを活用し、「共助」による地域課
題の解決や仕事おこしのきっかけづくりを支援します。

○ 里の仕事人等による課題解決支援、農村コミュニティ
推進組織の構築や地域資源を活用した交流の拡大等を
通じて、地域外の組織・人材の取り込みや農村の賑わ
いづくりを進めます。

○ 農業生産基盤など集落基盤の維持管理の支援や遊休農
地の有効活用の支援とともに、地域外からのボラン
ティア活動への参加促進等を通じて、住み良い農村の環境づくりを進めます。

○ 定年帰農者、移住者や兼業農家等の小規模農家が小豆や栗など地域特産物を組み合わせた複合経営ができ
るように支援し、農業を通じた生きがいの創出、農地の遊休化防止や集落機能の維持につなげます。

○ 「農福連携」について、農業者と福祉事業所との情報共有や相互理解を進めるとともに、双方のマッチン
グによる就労関係の構築、商品開発・販路開拓等を支援します。

ＵＩターン等により若者等が地域に定着したくなる環境整備ア

■ 大学等との連携により若者の地元定着を促進します。
○ 福知山公立大学、京都工芸繊維大学、舞鶴工業高等専門学校など地域の高等教育機関と連携し、若者の視
点で地域の魅力を発掘する「地域の魅力カタログ」を作成し、学生・教員向け説明会での活用等を通じて、
仕事おこしに取り組みます。

○ 教育機関等と連携し、若者と地元企業とのマッチング促進やキャリア教育の支援を進めるとともに、保護
者に対する地元企業の情報提供に取り組みます。

○ 小学校・中学校・高等学校等と連携し、地域産業の従事者や府・市職員など社会人講師の紹介・派遣を通じて、
ふるさと教育が円滑に進められる支援体制を構築します。

福知山公立大学における地域連携の取組
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■ 移住希望者の掘り起こしと地域とのマッチングにより
　 移住・定住を促進します。
○ 地域の魅力ある暮らしの発信、空家・空き店舗を活用した農家民宿や農家レストラン等の地域に密着した
仕事おこし支援、地域コミュニティの交流拠点づくりを通じて、移住希望者の掘り起こしと移住に向けた
支援を進めます。

○ 管内３市との連携による「移住促進ネットワーク」を構築し、移住・定住情報の共有や地域と一体となっ
た移住対策を進めます。

○ 豊かな自然環境の中での子育てや少人数の学校教育など、都会にはない子育て環境や教育環境を内外にＰ
Ｒします。

■ 一人ひとりの尊厳と人権が尊重され、誰もが自分らしく生き、
　 参画できる社会づくりを進めます。

■ 安心して子どもを産み育てることができる環境整備を進めます。

○ 部落差別をはじめ、女性、子ども、高齢者、障害のある人、外国人の様々な人権問題等について、人権強
調月間や人権週間での街頭啓発、市町の実施する啓発事業への支援等を通じて人権教育・啓発を推進する
とともに、人権問題法律相談など相談体制の充実を図ります。

○ 異文化交流を促進し、言語・宗教・生活習慣等が異なる文化や考え方を理解し、互いの人権を尊重し合う
多文化共生社会の形成を進めます。

○ 教育、医療、保健福祉、行政など人権に特に関係する職業従事者が人権に配慮して業務を遂行できるよう、
様々な研修を通じて人権教育・啓発を重点的に進めます。

○ ＮＰＯ等民間の子育て支援団体や企業等と連携して「中
丹圏域子育て未来づくり１００人会議（仮称）」を立
ち上げ、子育てしやすい地域のあり方や働き方につい
て議論し、地域全体で子育てを支援する体制づくりを
進めます。

○ 児童虐待の未然防止のため、市町村の子育て包括支援
センターを中心とした教育機関、医療機関等との連携
体制の構築を支援するとともに、児童相談所の児童福
祉司の増員や市町村職員の受入れ、警察との情報共有
等を進めます。併せて、「１８９（イチハヤク：児童
相談所全国共通ダイヤル）」の普及啓発などに努め、児童虐待の早期発見、早期対応を進めます。

○ 子どもの最善の利益が実現できるよう児童養護施設の専門機能を充実する取組を支援するとともに里親制
度の普及など家庭での養育が困難な児童を社会で養護する体制の充実を図ります。

○ 関係団体やボランティア等と連携して非行防止教室や薬物乱用防止教室の充実を図るとともに、インター
ネットの適正利用による消費者被害や性犯罪・児童ポルノ被害の未然防止など、青少年が自らを守る意識
の醸成と保護者等に向けた啓発活動を強化します。

○ 保護者と幼稚園・保育関係者両面から集団生活に溶け込めず発達に課題のある子等を早期に発見すること

人権が尊重され将来に希望を持ち健やかに暮らせる環境整備イ
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■ 医療・介護・福祉の充実と健康づくりを推進します。

により、発達障害児の早期療育につながるよう、研修会や就学後の検討会の実施等による発達障害に関す
る理解を深めるための取組を推進し、子どもの心とからだの健康を支援します。

○ 学校のＩＣＴ環境を整備し、プログラミング教育をはじめＩＣＴを活用した学習活動を充実することによ
り、新しい学びの基盤としての情報活用能力の育成を図り、「主体的・対話的で深い学び」や「一人ひと
りの能力や特性に応じた学び」を実現します。

○ 体験活動や地域活動等を通じて、人を思いやり、尊重する心を育み、豊かな人間性を育成します。

○ 高齢者が安心して地域で暮らし続けていけるよう、医療・介護・福祉等の連携、多職種協働により、認知症、
リハビリ、看取り対策等「地域包括ケア」の構築を支援します。

○ 病院から診療所まで各医療機関の機能を生かした連携等により、在宅医療等の充実を支援します。
○ 人生１００年時代を迎える中で、誰もが元気に生き生きと暮らし社会で活躍できるよう、健康関連データ
の分析結果を活用し、市町村、関係機関等と連携して、中高年齢者層の運動習慣や食生活の改善等により
生活習慣病予防や介護予防を進め、健康寿命の延伸を図ります。

○ 高齢化が進展する農村地域において、ＩＣＴの活用等による高齢者向けの日々の生活の見守りや買物等の
支援を進めます。

○ 障害のある人が豊かで自分らしい暮らしができるように、関係機関で構成する中丹圏域自立支援協議会で
の検討を通じて地域課題の解決を図るとともに、支援者への研修等により、その自立と社会参加の促進を
支援します。また、障害のある人への不利益取扱の禁止や合理的配慮についての適切な理解の普及を図り
ます。

○ 「農福連携」について、農業者と福祉事業所との情報共有や相互理解を進めるとともに、双方のマッチン
グによる就労関係の構築、商品開発・販路開拓等を支援します。（再掲）

○ 脱ひきこもり支援センターの早期支援特別班を管内に配置し、学校等と連携した支援体制を構築すること
で、不登校をきっかけとするひきこもりの未然防止や長期化を予防するための取組を進めます。

○ ひきこもりの方に対する身近な相談支援体制を構築するとともに、チーム絆を中心に市町村・民間の支援
団体等の関係機関との地域支援ネットワークづくりを進め、ひきこもり問題を相談できずにいる家族や本
人の相談意欲・行動意欲を喚起します。

■ 地元中小企業の育成、働く場の創出、人材の確保を進めます。
○ 「北部産業創造センター」の技術支援をはじめ、同センター
の活用による中小企業と福知山公立大学、京都工芸繊維大
学、舞鶴工業高等専門学校など地域の高等教育機関との交
流・共同研究等を通じた新産業の創出、販路開拓やビジネ
スマッチングに取り組みます。

○ 「北部産業創造センター」の活用等を通じて、ＩＣＴ人材等
の輩出に向けた小中学生も含めた人材育成の取組を支援し
ます。

○ 長田野工業団地、長田野工業団地アネックス京都三和、綾部工業団地等におけるものづくり産業の集積や
京都舞鶴港・高速道路網等の社会基盤を生かした企業立地を促進するため、ディベロッパー（開発業者）

地域産業の振興と雇用の促進ウ
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■ マーケットニーズに対応した「儲
もう

かる農林水産業」を推進します。
○ 万願寺甘とう、紫ずきん、丹波くり、丹後とり貝等の京の
ブランド産品をはじめ、茶、酒米、小豆、小麦、イチゴ等
の消費者ニーズを見据えた品目の生産拡大や、舞鶴かに、
岩がきなど特色のある水産物の振興を図ります。

○ ＡＩ・ＩｏＴ等新技術の活用や食品事業者と連携した契約
栽培の導入等により、農業法人や企業的経営体等（畜産経
営含む）の経営力の強化に取り組みます。

○ 集落営農組織を中心に、「京力農場プラン」の作成・見直し
による集落間の連携を推進し、後継者の確保・育成を通じた地域農業の維持・発展に取り組みます。

○ 若者をはじめ新規就業希望者等が夢を持って就農・就漁できるよう、実践農場の設置や「海の民学舎」修
了生の受入れを通じて、地域とともに技術・経営の支援を進めます。

○ 持続可能な農業生産を支えるため、ほ場整備やため池・水路など土地改良施設の改修・管理強化を進めます。
○ 出水期を回避して収穫できる品目の導入や「園芸ハウス台風対策マニュアル」の活用により自然災害によ
る被害の軽減に向けた産地育成を進めます。

○ 狩猟免許の取得促進による新たな捕獲の担い手育成、ＡＩ・ＩｏＴ等新技術の利活用による捕獲や追払い、
鳥獣柵の整備・修繕等を通じて、被害減少が実感できる野生鳥獣害対策を進めます。

と地域とのマッチングやコーディネートなどを通じて、新たな産業用地の確保と誘致企業の開拓を進めま
す。併せて、関係機関との連絡調整を通じて、立地に係る法規制や住宅等諸問題の解決を図ります。

○ ＡＩ・ＩｏＴ等新技術を最大限活用し、イノベーションによる生産性やサービスの質の向上を図ります。
○ 商工会議所等との連携やセミナーの開催等を通じて小売店におけるキャッシュレス決済の導入を推進し、
国内外の観光客・消費者の利便性向上を図ることにより、集客力増大や売上拡大が見込めるキャッシュレ
スモデルエリアの創設につなげます。

○ 京都市内やけいはんなにおける先進的な技術開発の成果等を中丹地域の産業振興に活用するため、「京都
経済センター」に集約された情報等の共有化を進めます。

○ 「京都・商店街創生センター」と連携し、商店街の賑わい創出の取組を支援します。
○ 未利用施設等を活用したコワーキング施設（共有スペース）整備の促進等により、新規創業、事業者間連
携による創発機会の拡大やテレワーク推進等を支援します。

○ 「中小企業応援隊」や地域の高等教育機関と連携し、事業継承、スモールビジネスの振興や学生等の起業・
就職の支援等を通じて地域経済の担い手を確保・育成します。

○ 若者の地元定着を図るため、地元中小企業の職場の魅力アップや若者への効果的なＰＲなど企業の人材確
保を支援します。（再掲）

○ 若者、中高年齢者、女性、外国人及び障害者等、一人ひとりがその意思や能力等の個々の事情に応じた多
様で柔軟な働き方を選択できるよう、サテライトオフィスやテレワーク、短時間正社員制度の導入支援等、
働きやすい環境づくりを支援します。（再掲）

○ インターンシップやＩＣＴ活用現場見学会の実施により、建設産業の魅力を発信し、建設産業の担い手を
確保するとともに、ＩＣＴの活用等により働き方改革を進めます。

○ 環境配慮活動を支援するプラットフォーム「中丹環境ネットワーク」を活用し、メールマガジンによる情
報発信、事業者へのアドバイザー派遣調整、好事例情報の提供等により、事業者の廃棄物減量化・リサイ
クルや温室効果ガス削減を効果的に進める取組を支援します。
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○ 家畜伝染病への防疫対策を強化するとともに、飼料用
稲や飼料用米等の自給飼料を活用した安心・安全な畜
産物の生産拡大を進めます。

○ 地域の特産品の原料となる竹・コウゾ・ミツマタ・藍
などの新しい活用や、漆の増産を支援します。

○ 森林の経営管理の集積・集約化を進めるための「新た
な森林管理システム」の円滑な導入に向けた管内３市
への技術的な支援や、意欲と能力のある担い手の育成
に取り組みます。また、自ら伐採等の施業を行う「自
伐林家」の取組支援や地元産木材の建築資材等への利
用促進を図ります。

○ 木質バイオマス発電施設の稼働を見据え、木材供給量の増加に向けた森林組合等の木材搬出能力の向上と
ともに、持続的な木材生産をめざした森林経営計画の策定支援や、無垢材から合板・燃料まで用途に応じ
て地元産材を無駄なく効率的に利用する「カスケード利用」の推進等を通じて森林経営の向上を図ります。

「もうひとつの京都」の推進による
交流の拡大と関係人口の創出

○ 前記（１）により移住・定住を促進するに当たっては、地域のことを知り、訪れ、更に深く知っていただ
けるような取組も重要となります。そのために次のような現状や地域特性等を踏まえ、自然、文化、地域
の食などの地域資源を生かした交流の拡大と関係人口の創出を進めていく必要があります。
・観光入込客数及び観光消費額は増加傾向にあります。

これは、平成２５（２０１３）年以降に広域観光プロジェクト「もうひとつの京都」の取組において
「海の京都ＤＭＯ」「森の京都ＤＭＯ」が相次いで設立され観光地域づくりの総合プロデューサーの役割
を担ってきたことや、高速道路の開通効果等が追い風になっています。
・一方で観光客一人当たりの消費額は１，８１８円（平成３０（２０１８）年）で、京都市を除く府内平
均の１，９１７円を下回っており、「周遊・滞在型観光」の推進等による更なる消費額の増加の取組が進
められています。
・地域への継続的な関心と交流を通じて、様々な形で地域を応援していただける方を増やし、関係人口
の創出につなげる農観連携の取組の中では、地域特性を生かした体験を宿泊者に提供できる農家民宿は
年々増加して３４軒を数え、教育体験旅行等の受入れも進んでいます。
・食のブランドづくりではジビエの利用拡大に向け府内初の「認証制度」を制定し、国のジビエ利用モデ
ル地区に指定されるなどの取組が進んでいます。

現状分析・課題

観光入込客数 平成２６（２０１４）年　 ３７１万人

 平成３０（２０１８）年　 ３８２万人

観光消費額 平成２６（２０１４）年 　５,８８０百万円

 平成３０（２０１８）年　 ６,９４７百万円

（2）



262

将
来
構
想

基
本
計
画

地
域
振
興
計
画
　
中
丹
地
域
振
興
計
画

○ 地域や国境を越えたヒト・モノ・情報等の交流が活性化する中で、交流等を支える基盤の整備と更なる利
活用の推進、地域への効果波及を図る必要があります。
・中丹地域では、北近畿唯一の国際港である京都舞鶴港を関西経済圏の北の玄関口として、コンテナ取扱
量やクルーズ船寄港回数の増加など、ヒトとモノの交流が拡大してきています。

・舞鶴若狭自動車道、京都縦貫自動車道の開通・延伸や４車線化が進み、鉄道もダイヤ改正等によりアク
セスと利便性の向上が図られてきています。

平成２６（２０１４）年　１１,９８５ＴＥＵ

平成３０（２０１８）年　１８,６２３ＴＥＵ

コンテナ取扱量（空コンテナ含む）
平成２６（２０１４）年　１５回

平成３０（２０１８）年　２３回

クルーズ船寄港回数

■ 由良川や大江山等における観光・スポーツ交流を推進します。
○ クルーズ船の京都舞鶴港への寄港に当たって、ＤＭＯ等との連携による船社への現地ツアープランの提案
や、港周辺部のまちなか滞在プログラムの創出・提供等を通じて、クルーズ客の地域への回遊を促進します。

○ ＤＭＯによる旅行商品造成への参画やプロモーションなどの魅力発信により、「京都市内からもう一足伸
ばしてもらう」誘客を推進します。

○ ＤＭＯ等と連携し、ラグジュアリー（富裕）層を対象とした魅力的な滞在プログラムの構築等により観光
客の滞在時間の延長を図るとともに、地域特性を生かした農家民宿・ゲストハウス・オーベルジュ（高
級な宿泊付き田舎レストラン）・民泊など宿泊施設の開業を支援します。

○ タクシー、レンタカーやレンタサイクルなどの二次交通を活用した観光プランを提案し、観光客の地域内
周遊を促進します。

○ 京都府中北部のトレイルコース（森林や原野・里山などにある遊歩道）を一体的に魅せるプロモーションや、
大江山連峰トレイルにおけるモデルツアーの実施等「京都縦貫トレイル」の推進により、地域への誘客促
進を図ります。

○ カヌーや自転車（「京都『ゆラリー』サイクリングロード」の活用）など由良川に親しむアクティビティ
の充実を図り、魅力ある滞在プログラムづくりを進めます。

○ 「ラグビーワールドカップ２０１９日本大会」「２０２０年東京オリンピック・パラリンピック競技大会」
「２０２５年日本国際博覧会（大阪・関西万博）」などの国際的なイベントを契機として、中丹地域への誘
客促進を図ります。

○ 「ワールドマスターズゲームズ２０２１関西」のソフトテニス競技が福知山市内で開催される機会を捉え
て、来訪者が地域内に滞在・周遊できる施策を展
開します。

○ 令和２（２０２０）年に放送予定のＮＨＫ大河ド
ラマ「麒麟がくる」と連動し、放送終了後も誘客
と地域内各地への周遊が持続するようなプロモー
ションを展開します。

○ 丹波くり等の農林産物や歴史・伝統文化等の丹波
ブランドを生かし、関係市町や兵庫県と連携して
広域的な誘客促進を図ります。

自然や地域文化等の地域資源を生かした交流の拡大と関係人口の創出ア
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■ 地域の行事や文化活動等を生かした交流を進め、地域のファンを拡大します。
○ 文化庁の京都への全面移転を契機に、文化の保存・継承から発展・創造・活用までを推進し、地域の文化
芸術の振興を図ります。

○ 「地域アートマネージャー」による地域の文化団体等との連携や「アーティスト・イン・レジデンス」活動な
ど文化を活用した地域づくりや、人と人との交流の拡大を進めます。

○ 文化団体等が主催する各種公演会・発表会等において、異分野の活動とのコラボレーションの促進を支援
します。

○ 管内各地で実施される地域行催事をより多くの人に周知し、当日の参加やボランティア等の担い手が確保
できるよう、情報発信等に関する支援を行います。

■ 農泊や農業体験ツアーなど農観連携を推進し、
　 地域のファンを拡大します。
○ 農家民宿を増やして「農家民宿村」を創設するとともに、インバウンド需要も踏まえサービス・経営等の
グレードアップや情報発信を支援します。

○ 交流等を通じて地域のファンを拡大し、地域外住民による「地域応援団」の形成を図ります。
○ 農業体験や山遊び体験、地引き網体験、クラフト体験（和紙、漆工芸等）など、農山漁村の資源を利活用
する交流体験プログラムをパッケージ化し、誘客促進を図ります。

○ 「京都モデルフォレスト運動」のボランティア活動を森に親しむ体験の機会としてＰＲし、賛同する企業
やボランティア団体、地域住民など多様な主体の参加交流を促します。
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■ 国境を越えて展開する人流・物流に対応するため、
　 港湾施設の機能強化を図ります。
○ 取扱貨物量の増加や航路の拡充を見据えた舞鶴国際ふ頭
の整備や、クルーズ船寄港回数の増加や大型クルーズ船
の寄港に対応できる第２ふ頭の岸壁整備等を進めます。

○ 京都舞鶴港から高速道路へのアクセス機能強化のため、
国道２７号（西舞鶴道路）、臨港道路上安久線等の道路
整備を促進します。

○ 前島ふ頭の整備や、日韓露国際フェリー航路の利用拡大
を進め、航路の直行化をめざします。

■ 港から地域への周遊強化など港湾施設の効果を波及させます。
○ クルーズ船の京都舞鶴港への寄港に当たって、ＤＭＯ等との連携による船社への現地ツアープランの提案
や、港周辺部のまちなか滞在プログラムの創出・提供等を通じて、クルーズ客の地域への回遊を促進しま
す。（再掲）

○ 商工会議所等との連携やセミナーの開催等を通じて小売店におけるキャッシュレス決済の導入を推進し、
国内外の観光客・消費者の利便性向上を図ることにより、集客力増大や売上拡大が見込めるキャッシュレ
スモデルエリアの創設につなげます。（再掲）

○ 長田野工業団地、長田野工業団地アネックス京都三和、綾部工業団地等におけるものづくり産業の集積や
京都舞鶴港・高速道路網等の社会基盤を生かした企業立地を促進するため、ディベロッパー（開発業者）
と地域とのマッチングやコーディネートなどを通じて、新たな産業用地の確保と誘致企業の開拓を進めま
す。併せて、関係機関との連絡調整を通じて、立地に係る法規制や住宅等諸問題の解決を図ります。（再掲）

京都舞鶴港海外航路等の活用による人流・物流の拡大ウ

■ 消費者視点や健康志向、地産地消等に着目し、地域の食など
　 特産品の開発・発掘を進めます。
○ 消費動向をリードする女性などの視点に立ち、「中丹女性伝道師」による指導・助言の下で新商品の開発
や既存商品のブラッシュアップを図るとともに、「中丹いち推し商品」としてフェア等で広域的に発信し、
知名度アップや販売促進につなげます。

○ 地域の豊かな食を、その背景にある歴史・文化・風土を含めて多角的に楽しむ旅「ガストロノミーツーリ
ズム」を進め、観光誘客を図ります。

○ 万願寺甘とうのＧＩ（地理的表示）保護制度を活用し、首都圏等へ魅力を発信します。
○ 野生鳥獣を地域資源として有効活用し、品質管理の徹底や地域内外への更なる普及を図って「京都中丹認
証ジビエ」の全国ブランド化を進めます。

○ 農産物直売所や道の駅の情報発信、スタンプラリーによるＰＲ、イベント等への出展支援等を通じて、中
丹ならではの農林水産物の販売拡大を図ります。

○ 地元産食材の利用を拡大するため、農業者と商工業者が連携した加工品開発・流通販売の促進を図るとと
もに、飲食店や学校給食における地産地消・旬産旬消や食育に取り組みます。

地域の食など特産品の魅力向上を通じた交流の拡大と関係人口の創出イ
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■ 京都舞鶴港のエコ・エネルギーポート化を推進します。
○ 南海トラフ地震等大規模広域災害に備え、京都舞鶴港でのＬＮＧ基地、日本海側と太平洋側を結ぶ広域ガ
スパイプラインの整備や、日本海沖でのメタンハイドレートの開発等を促進します。

○ 京都舞鶴港に、災害時にも利用可能な太陽光等の再生可能エネルギー設備の導入と、再生可能エネルギー
発電施設の誘致を推進します。

■ 人流・物流や地域の生活を支える道路の整備を推進します。
○ 京阪神等との交流を支える京都縦貫自動車道、舞鶴
若狭自動車道の暫定２車線区間の４車線化整備を促
進します。

○ 地域内を結ぶ高速道路網の活用に加えて、福知山市・
舞鶴市等の市街地間や綾部市の市街地外縁をつなぐ
道路整備により、安全な交流活動を促進し、良好な
市街地形成を図ります。（福知山綾部線（福知山市～
綾部市）、小倉西舞鶴線白鳥トンネル（舞鶴市）、三
俣綾部線等（綾部市）ほか）

○ 府県間の道路整備を通じて、より広域なエリアでの
交流・連携を促進します。（国道４２９号榎バイパ
ス（兵庫県丹波市青垣町～福知山市談）、小浜綾部
線（綾部市五津合町））

人流・物流等を支える交通ネットワークの整備エ

■ 利便性向上等により公共交通の活用を促進します。
○ 地域住民や観光客の移動手段の確保・充実を図るため、ＪＲ山陰本線の全線複線化に向け取り組むとともに、
ＩＣカードの導入等による利用促進、ＪＲ福知山線・舞鶴線・小浜線、京都丹後鉄道宮福線・宮舞線への誘
客促進を図ります。

○ 路線バスやコミュニティバスなど生活交通の維持や、ＭａａＳ（Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　ａｓ　ａ　Ｓｅｒｖｉｃｅ、
出発地から目的地まで、利用者にとっての最適経路を提示するとともに、複数の交通手段やその他のサー
ビスを含め、一括して提供するサービス）の導入等による地域内の移動・交通手段の確保を支援します。
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■ 森林から河口までの「総合的な治山・治水・流域対策」等を展開します。
○ 森林整備による水源涵

かん
養機能の向上、土砂・流木等の流

出防止対策の促進や農地・ため池・貯留施設の貯留機能
の向上等を図る「総合的な治山・治水・流域対策」を進
めます。

○ 荒廃森林の整備に向けて、森林作業道を開設し、スギ・
ヒノキ林の間伐の実施や広葉樹との混交林化を進めます。

○ 災害時の安全な避難を啓発するための「ため池安心安全
マップ」（ハザードマップ）の作成やため池の改修・廃
止を計画的に進めます。

安心・安全な暮らしを支える社会基盤整備ア

国土強靭化の推進による災害に強い地域づくり

○ 安心・安全な暮らしを支える社会基盤の整備を今
後とも進める必要があります。
・中丹地域はこれまで数多くの豪雨災害に見舞わ
れており、早期の災害復旧を図るとともに中長
期視点に立って治水対策を進めています。（平成
１６（２００４）年以降、５回の災害救助法適用）
・府内で２度目の大雨特別警報が発表され記録的
な大雨となった平成３０年７月豪雨では、管内
各地で大規模な土砂災害が発生して死者が出たり、土砂ダムが発生したり、土石流発生箇所では避難生
活を余儀なくされる人が出たりする事態となっています。
・由良川の築堤が進捗し、大雨に対して効果を発揮する一方で、内水被害の発生のほか、荒廃した森林で
山腹崩壊や風倒木が発生する場合があり、橋りょう部で流木が河道をせき止めることによる河川の氾濫
など新たに対策が必要な課題が発生しています。
・橋りょうなど老朽化施設の長寿命化対策を進めていますが、今後も老朽化施設の更なる増加が見込まれ
ています。

○ ハード面の整備に加えてソフト施策を効果的に組み合わせた防災・減災対策の推進が今後とも必要です。
・平成３０年７月豪雨をはじめ最近の豪雨災害では、避難に関する住民一人ひとりの意識の向上や地域ぐ
るみでの防災・減災対策が課題として浮き彫りになってきたところであり、ハード面の整備に加えてソ
フト施策（情報伝達体制の工夫、警戒体制づくり、地域での危険箇所の情報共有や早期の避難等）を効
果的に組み合わせていく取組を進めています。

○ 万一の原子力災害への備えが今後とも必要です。
・中丹地域は高浜原子力発電所及び大飯原子力発電所から３０ｋｍ圏内のエリアに位置しており、福井県
境では高浜原子力発電所から５ｋｍ圏内で暮らす住民も存在します。こうした地理的状況の中で、原子
力災害はあってはならないことですが、万一発生することを想定した備えも進めています。

現状分析・課題

（3）
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○ 調節池や排水機場整備など内水対策も含め、国や市と連携し総合的な治水対策工事を進めます。（弘法川・
法川）

○ 市が取り組む内水対策事業（排水ポンプ場整備等）と連携し、市街地の総合的な浸水対策を進めます。（高
野川）

○ 河川の増水等による住宅地等の浸水を防ぐため、管内３市と連携し浸水対策を進めます。（伊佐津川、米
田川、志楽川、堀川、祖母谷川、与保呂川、河辺川、八田川、牧川、宮川）

○ 国直轄事業の由良川緊急治水対策事業の整備促進及び当該事業と連携して河川整備を進めます。（相長川、
大谷川、大砂利川）

○ 避難所や住宅等を守るため危険木除去や簡
易防災施設の設置、砂防・急傾斜地崩壊
対策事業や、京都府災害関連地域防災が
け崩れ対策事業（市町村事業）の支援等
により、土砂災害対策を進めます。（砂防
事業、急傾斜事業、治山事業等）

○ 護岸や離岸堤の整備、適切な維持管理等
を通じて海岸の侵食対策を進めます。ま
た、安全な港湾利用や生物生息地の確保、
景観への配慮、海浜の適正な利用を図る
ため、漂流・漂着ごみ対策を推進します。

■ 災害発生時等の交通ネットワーク確保や交通安全対策を進めます。
○ 災害発生時の人員や物資等緊急輸送にかかる交通が確保されるよう、国直轄事業等の広域幹線道路の整備
促進を図ります。（舞鶴若狭自動車道４車線化（福知山市～綾部市、舞鶴市～福井県）、国道９号（福知山
道路、夜久野改良等）、国道２７号（西舞鶴道路等）、臨港道路上安久線等）

○ 国直轄事業の由良川緊急治水対策事業と連携して道路整備を進めます。（国道１７５号（福知山市下天津、舞
鶴市小津田）、国道１７８号、内宮地頭線（舞鶴市地頭）、舞鶴福知山線（舞鶴市三日市）、舞鶴綾部福知山線
（福知山市川北～猪崎））
○ 洪水時でも管内３市を結ぶ主要な幹線道路（国道２７号・１７５号、福知山綾部線）のネットワークが確
保できるよう、路面のかさ上げなど道路機能の強化等を図ります。（国道１７５号、福知山綾部線）

○ 車両等の通行の安全確保や集落の孤立化防止のため、道路法面の崩落防止等の対策を進めます。
○ 子どもや高齢者の交通事故防止のため、路肩の拡幅やポールを設置するとともに、地域、保育所・幼稚園、
学校、行政、警察等が連携し、安心して通行できる交通環境の整備を推進します。

○ 良好な景観の形成と安全で快適な通行空間の確保、道路の防災性の向上等のため、無電柱化等を推進しま
す。（福知山停車場線、小倉西舞鶴線等）

■ 施設老朽化等への備えを強化します。
○ 「府民協働型インフラ保全事業」等を活用し、住民の日常生活における身近な気付きを地域の安心・安全
の向上やインフラ長寿命化等に反映させます。

○ 国の「防災・減災・国土強靱化のための３か年緊急対策」等を活用し、メンテナンスサイクルの確立や中長
期的な視点に立ったコスト管理等により、道路・橋りょう、河川、砂防・海岸施設、ため池、治山ダム、漁
港等の老朽施設の整備を進めます。

○ 木造住宅耐震診断士の派遣や耐震改修費用の補助など住宅耐震改修を支援します。
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■ 災害情報を迅速に提供できる環境整備を進めます。
○ 危機管理型水位計や河川防災カメラ、路面冠水監視カメラの設置等を進め、河川の水位や雨量、道路の冠
水状況等、災害時の避難に必要な情報を迅速に提供します。

■ 地域ぐるみによる防災・減災対策の取組を支援します。
○ 由良川に親しみ、由良川を知る取組を通じて、住民の防災意識を高め、地域における防災力の強化につな
げます。

○ 地域の災害リスクの把握、「水害等避難行動タイムライン」の作成や地域防災の担い手となる「災害時声
掛け隊」の養成など管内３市と連携し、自助・共助による住民の避難行動を促進します。

○ 信頼度の高い被害情報等を提供していただく府民を育成し、市、消防団や地域防災リーダー等関係者間で
共有できる「中丹自然災害情報連絡ネットワーク」の構築を進めます。

■ 災害発生時の緊急対応体制を充実・強化します。
○ 平常時から、地域防災訓練の実施や「災害医療連
絡会」の開催等を通じて、自衛隊や防災関係機関、
地域災害拠点病院や二次救急医療機関をはじめと
する地域の医療関係機関との連携強化と資機材の
整備拡充を図ります。

○ 災害の警戒段階から市に災害対策現地情報連絡員
を派遣するなど危機管理体制を速やかに構築する
とともに、大規模災害の発生時には、ＤＭＡＴな
ど保健医療福祉に係る専門チームの受援体制を構
築し、迅速な災害救助活動や超急性期から回復期
に至る切れ目のない医療・保健の確保を図ります。

災害対応力の強化イ

■ 危機管理体制の充実強化を図ります。
○ 住民参画による原子力総合防災訓練等を実施し住民理解を促進するとともに、緊急事態時に避難者の汚染
検査・簡易除染、通過証発行等を行う避難退域時検査場所を運営できる職員を育成することにより、広域
避難計画の実効性を高めます。

○ 原子力災害発生時の迅速な避難のため、半島部や山間部など代替ルートのない路線において、車両の離合
困難な区間の道路整備を推進します。（田井中田線、上杉和知線等）

万一に備えた原子力防災対策の充実ウ
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4 エリア構想
「京都府総合計画」では、府内5つのエリアの主なハード整備を中心に、整備施設の特徴・効果を生かすソ
フト施策も含めて「エリア構想」として推進することとしており、地域の課題や特色を踏まえた対応方策を示
す本地域振興計画と連動させることにより、地域の個性ある魅力づくりや更なる成長・発展へとつなげていき
ます。
※基本計画に掲げる 5つのエリア構想のうち、本地域振興計画に関係するものを再掲

 北部グローカル構想

地域資源を生かした職住一体型生活圏の構築による魅力ある暮らしの実現
整備が進展する京都舞鶴港や高速道路網等の基盤を最大限に生かし、海外に開かれた交流と、「誇れる

ふるさと」「住み続けられる地域づくり」「若者が戻ってくる地域づくり」をコンセプトに、京都府北部
地域連携都市圏形成推進協議会と連携し、新たな産業拠点の形成と職住一体型生活圏の構築を進めます。

【 主 要 な 取 組 】

● ＡＩ・ＩｏＴ等新技術による魅力ある職住一体型生活圏の構築

● ヘリ＆クルーズ等観光をベースとした新たな産業活性化の拠点づくり

● キャッシュレスモデルエリアの創設

北部産業創造センター
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中丹地域振興計画の数値目標
（1）｢育 ･ 職 ･ 住｣ が充実し若者が定着したくなる持続可能な地域づくり

指標名称 単位 基準値
(2018 年度 )

目標数値
(2023 年度 )

管内への移住者数（累計） 人 167 1,880

中丹圏域子育て未来づくり１００人会議の趣旨に賛同する
個人・団体・企業数（累計）

人・
団体 ― 125

人権に関する啓発活動の取組回数 回 12 30

不本意非正規雇用者の割合 ％ 10.9
（2017年）

10.7
（2022年）

主な農林水産物の生産額 万円 90,400 102,000

管内の製造品出荷額等 億円 6,133
(2017 年）

7,093
(2023 年 )

（2）「もうひとつの京都」の推進による交流の拡大と関係人口の創出

指標名称 単位 基準値
(2018 年度 )

目標数値
(2023 年度 )

管内観光入込客数 千人 3,822
(2018 年 )

5,400
(2023 年 )

管内観光消費額 百万円 6,947
(2018 年 )

12,300
(2023 年 )

地域応援活動への参加者数（累計） 人 1,569 10,000

1

2

3

4

5

6

7

8

9
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地域振興計画に掲げた取組について、その進捗を客観的に評価するため、計画の最終年度（２０２３年度）における目標数値を設定します。
※  他の計画に位置付けられた目標数値を本計画において設定しているものについては、他の計画期間の満了等によりその計画が改定され
た場合は、改定後の計画で位置付けられた目標数値に置き換えるものとします。

※  「関連方策」欄に記載している記号は、施策の基本方向に掲げる具体方策の記号を示しています。

目標設定の考え方 出典 参考年間目標 関連
方策

府全体の目標値６，１６０人（１集落２～３人）の設定
に合わせ、２０１９年～２０２３年までの５年間で中
丹地域（５１４集落）の移住者１，８８０人をめざす

京都府農林水産部に
よる実態把握（市町
村等からの聞き取り）

2019年度：    320
2020 年度：    680
2021 年度：1,080
2022 年度：1,480

ア、ウ

子育てしやすい地域づくりに賛同し取組を推進す
る個人・団体・企業の増加を目標として設定

中丹広域振興局に
よる実態把握

2019年度：   25
2020 年度：   50
2021 年度：   75
2022 年度：100

ア、イ

啓発活動の取組回数を増やし、５年後に基準年度
よりも２. ５倍に増加させる

中丹広域振興局に
よる実態把握

2019年度：20
2020 年度：24
2021 年度：26
2022 年度：28

イ

基準値設定年における近畿１位（奈良県 :１０．７％）
の水準をめざす（※調査の設定年に合わせて
２０２２年を目標とする）

就業構造基本調査
（総務省）
（５年ごとに調査）

2022年：10.7
（調査年） ア、ウ

ブランド産品や新たな品目の生産拡大等に取り組
み、１０億円超の生産額を目標とする

中丹広域振興局に
よる実態把握

2019年度：   94,000
2020 年度：   96,000
2021 年度：   98,000
2022 年度：100,000

ア、ウ

過去４年間の平均増加額１６０億円を目標として
設定

工業統計調査
（経済産業省）

2019年：6,453
2020 年：6,613
2021 年：6,773
2022 年：6,933

ウ

目標設定の考え方 出典 参考年間目標 関連
方策

京都府観光総合戦略のＫＰＩ指標を踏まえ、年
３０万人の増加をめざす

京都府観光入込客
調査（京都府）

2019年：4,100
2020 年：4,500
2021 年：4,800
2022 年：5,100

ア、イ、
ウ、エ

京都府観光総合戦略のＫＰＩ指標を踏まえ、年
１１億円の増加をめざす

京都府観光入込客
調査（京都府）

2019年：   8,000
2020 年：   9,100
2021 年：10,200
2022 年：11,200

ア、イ、
ウ

ふるさと保全活動や地域のイベント運営への参画など地
域を応援する活動への参加者数について、２０１９年の
見通しを踏まえ、５年間で累計１万人を目標として設定

中丹広域振興局に
よる実態把握

2019年度：1,800
2020 年度：3,700
2021 年度：5,700
2022 年度：7,800

ア
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（注）統計手法の変更等により、現時点の目標数値と変更後の手法で得られた数値が大きく増減した場合、その伸び率等を勘案した
数値に置き換えるものとします。

指標名称 単位 基準値
(2018 年度 )

目標数値
(2023 年度 )

クルーズ船寄港回数 回 23
(2018 年 )

50
(2023 年 )

京都舞鶴港コンテナ取扱量（空コンテナ含む） TEU 18,623
(2018 年 )

25,000
(2023 年 )

（3）国土強靭化の推進による災害に強い地域づくり

指標名称 単位 基準値
(2018 年度 )

目標数値
(2023 年度 )

洪水時の３市間道路ネットワーク確保に向けた整備等の完
成箇所数（累計） 箇所 ― 9

土砂災害に対する要対策箇所の整備済数（累計） 箇所 301 313

災害時声掛け隊の人数（累計） 人 ― 60

タイムラインを策定した組織数（累計） 組織 3 576

避難退域時検査場所において汚染検査・簡易除染、通過証発行
等を行うことができる職員の育成数（累計）

人 ― 150

10

11

12

13

14

15

16
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目標設定の考え方 出典 参考年間目標 関連
方策

基準設定年における日本海側の港での１位（金沢
港：４４回）を上回ることを目標に設定

京都府港湾局による
実態把握

2019年：33
2020 年：37
2021 年：41
2022 年：45

ア、ウ

コンテナターミナルの限界取扱能力である、
２５，０００ＴＥＵまで増加させることを目標に
設定

京都府港湾局による
実態把握

2019年：20,000
2020 年：22,000
2021 年：23,000
2022 年：25,000

ウ

目標設定の考え方 出典 参考年間目標 関連
方策

洪水時でも管内３市を結ぶ主要な幹線道路のネットワーク
が確保できるよう、対応が必要な１１箇所のうち９箇所を
完成させるとともに、２箇所については早期に着手する

中丹広域振興局に
よる実態把握

2019年度：-
2020 年度：2
2021年度：5
2022年度：7

ア

過去の整備実績を踏まえ３１３箇所まで整備を進
めることを目標に設定

京都府建設交通部に
よる実態把握

2019年度：306
2020 年度：306
2021 年度：310
2022 年度：311

ア

既に災害時に避難の声掛けを行っている自主防災組織
や消防団に加えて、新たに６０人の人材を養成する

京都府危機管理部に
よる実態把握

2019年度：12
2020 年度：24
2021 年度：36
2022 年度：48

イ

自主防災組織を結成している全ての自治会単位
（５７６自治会）での策定を目標に設定

中丹広域振興局に
よる実態把握

2019年度：   76
2020 年度：186
2021 年度：316
2022 年度：446

イ

避難退域時検査場所（福知山市三段池公園、綾部
市中央公民館）の運営を主体的に行うことができ
る職員（年１５人×２箇所）の育成を目標に設定

中丹広域振興局に
よる実態把握

2019年度：   30
2020 年度：   60
2021 年度：   90
2022 年度：120

ウ
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　氏　名 　役職等

座長　　井口　和起（いぐち　かずき） 公立大学法人福知山公立大学　理事長・学長

　　　　芦田　ふゆ子（あしだ　ふゆこ） 社会福祉法人竹毛希望の家　理事長

　　　　安達　久和（あだち　ひさかず） 日本通運株式会社舞鶴支店　支店長

　　　　沢田　さやか（さわだ　さやか） 古民家の宿　ふるま家

　　　　白波瀬　聡美（しらはせ　さとみ） 一般社団法人京都府北部地域連携都市圏振興社
綾部地域本部（綾部市観光協会）事務局次長

　　　　高倉　章雄（たかくら　のりお） 京都工芸繊維大学　名誉教授

副座長　玉田　和也（たまだ　かずや） 舞鶴工業高等専門学校　建設システム工学科　教授

　　　　永木　ひとみ（ながき　ひとみ） ひとみ助産院

　　　　中島　智子（なかじま　ともこ） 公益財団法人世界人権問題研究センター
嘱託研究員　（プール学院大学名誉教授）

　　　　西山　和人（にしやま　かずと） 株式会社丹波西山　代表取締役

　　　　仁張　直敏（にんばり　なおとし） ニンバリ株式会社　名誉顧問

　　　　幹田　秀和（みきた　ひでかず） 特定非営利活動法人間伐材研究所　代表理事

（五十音順（座長除く）・敬称略）　

中丹地域戦略会議委員名簿（平成 31（2019）年 4月現在）
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京都府総合計画（中丹地域振興計画）策定までの主要経過
【平成 30（2018）年】	 6 月 22日		  新しい総合計画の策定を表明
	 8 月 1日		  中丹地域戦略会議（重点施策の検討）
	 8 月 2日 ･3日 ･8 日		  京都府市長会説明（取組状況）
	 8 月 22日		  京都府町村会説明（取組状況）
	 11 月 23日		  新総合計画「府民意見交換会」（中丹広域振興局管内）
	 12 月 13日		  府議会 12月定例会総務・警察常任委員会（検討状況）報告
			 
【平成 31（2019）年】	 1 月 23日		  中丹地域戦略会議（骨子案の検討）
	 2 月 7日 ･19 日		  京都府市長会説明（骨子案）
	 2 月 15日		  京都府町村会説明（骨子案）
	 2 月 22日		  市説明（中丹広域振興局管内）
	 3 月 7日		  府議会 2月定例会総務・警察常任委員会（骨子案）報告
	 3 月 19日		  中丹地域戦略会議（中間案の検討）
	 4 月 25日		  市説明（中丹広域振興局管内）
			 
【令和元（2019）年】	 5 月 17日		  市長との意見交換（中丹広域振興局管内）
	 6 月 26日 ･27 日		  府議会 6月定例会新総合計画に関する特別委員会
		  　（中間案）書面審査
	 7 月 5日～ 8月 5日		  京都府総合計画（仮称）中間案パブリックコメント
	 7 月 24日 ･29 日、8月 23日		  京都府市長会説明（中間案）
	 8 月 19日		  中丹地域戦略会議（最終案の検討）
	 8 月 27日		  京都府町村会説明（中間案）
	 9 月 11日		  府議会 9月定例会へ議案を上程
	 9 月 25日		  府議会 9月定例会新総合計画に関する特別委員会総括質疑
	 10 月 2日		  府議会 9月定例会可決
			   京都府総合計画スタート
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